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■千船病院（大阪市西淀川区）

■尼崎だいもつ病院（兵庫県尼崎市）

■高槻病院（高槻市）

■愛仁会ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院（高槻市）

■井上病院（吹田市）

社会医療法人愛仁会
勤務地・人数
（理学療法士／作業療法士／言語聴覚士）

■明石医療センター（明石市） 現時点では募集不明



愛仁会グループの療法士として
目指すもの

愛仁会グループ各施設においては、その地域性や施設特性により療
法士に求められる能力も多様化している。そのため、専門職として充実し
たサービスを提供するためには、専門性の向上を目指した努力を常に必
要とする。
施設の機能分化等により、患者・利用者における障がい像の縦断的経
験が難しくなっているが、愛仁会グループの療法士は、どの病期であって
も、患者・利用者の障がい像を的確に判断し「活動」「参加」に繋がる適切
な支援ができることを目指す。
役職者においては、専門職としての生涯学習を率先するのみでなく、所
属科のみならず施設、法人各施設、地域社会における役割を理解した職
場管理ができることを目指す。
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療法士として 必要な知識・技術・態度

生活期

回復期
急性期

障がい学

4



5



教育ガイドライ
ン

愛仁会グループ

リハビリテーション部門

療法士がその役割を果たすために求められる能力として

１．社会人としての礼節やルールの遵守などの基本姿勢

２．専門職としての倫理観

３．科学性に基づく知識・技術と幅広い臨床実践能力

４．他者と協働し連携する力

５．専門性を追求し自己研鑽する姿勢

６．後進育成への貢献

７．帰属意識を持ち、組織活動及び地域・社会に貢献する姿勢

１

社会人

基礎力
２

倫理観

３

臨床実践

４

連携

５

研鑽

６

後進育成

７

貢献



高槻病院
愛仁会ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院

尼崎だいもつ病院

千船病院

JR高槻駅
徒歩5分

阪神大物駅
徒歩3分

阪神福駅
徒歩1分

井上病院

北大阪急行
江坂駅
徒歩5分

JR大久保駅
徒歩15分



教育について



キャリアパス と クリニカルラダー



教育ガイドライ
ン

愛仁会グループ

リハビリテーション部門

キャリア・パス

Professionalとして
GeneralistからSpecialistへ

愛仁会グループにおいては、急性期・回復期・生活期全てを経験し、患者・利用者の障がい像全
体を把握することができ、幅広く対応できる療法士をGeneralistとし、リハビリテーション
専門職として最初に目指すべき像として考えている。



Professionalとして
GeneralistからSpecialistへ• 報酬（対価）に値する価

値ある役務を提供する職
業人

Professional

• 分野を限定しない広範囲
な知識・技術・経験を有
する人

Generalist

• 特定の分野において高
度な知識・技術・経験を
有する人

Specialist



教育ガイドライ
ン

愛仁会グループ

リハビリテーション部門

クリニカルラダー

クリニカルラダー：新人からキャリアを積み重ね熟達する過程を示すもの

重視したのは「行動として可視化」できるよう表現した点である。能動的な行動を期待する
と共に、レベルが高くなるにつれて臨床実践能力が高く、また周囲への影響力が大きいこと
を表している。
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教育・指導

①OffJT：Off the Job Training：集団研修（知識レベル向上）
・各科年間計画に添った教育
・院内研修：医療安全、感染予防など

②OJT ：On the Job Training（技術・臨床姿勢の向上）
・プリセプター制：卒後1年間（先輩療法士1名が指導者）
・教育担当者からの指導

教育担当者

役職者

指導者

新入職員

・初期評価／治療

・カルテ記載（サマリーチェック）

・カンファレンス／訪問指導

・相談… 14



4月度の研修

・職員を患者役にしてのOJT研修

理学療法場面 作業療法場面 言語療法場面
新入職員 新入職員



Ｏｆｆ－ＪＴ（新入職員研修）

新入職者研修の様子

起居・移乗動作 実技研修

リフレッシュ研修（成果発表） BLS研修



■Web研修導入

新入職員研修
年次研修 e-Learning と Web研修

勉強会Cloud Campus いつでも再学習できる！



各施設紹介
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千船病院
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〇病床数：292床 （ICU4床・NICU15床・GCU15床）
〇平均在院日数（2021年度）：7.2日
〇施設基準：

脳血管Ⅰ 運動器Ⅰ 呼吸器Ⅰ 心大血管Ⅰ がん



院内勤務：

リハビリテーション医：2名

理学療法士：17名

作業療法士：6名

言語聴覚士：5名

＜業務内容＞（個別対応以外）

回診：
整形外科回診、外科回診、呼吸ケア回診、ＮＳＴ回診、排尿ケア回診、緩和ケア回診、
褥瘡回診、認知症ケア回診、嚥下回診

カンファレンス：
整形外科カンファレンス、脳神経外科カンファレンス、糖尿病カンファレンス
消化器内科カンファレンス、循環器カンファレンス、外科カンファレンス
各病棟退院支援カンファレンス、肥満・糖尿病センターカンファレンス、

患者向け教室：産後レクチャー・母親教室での指導・心不全教室・糖尿病教室
その他：院内デイケア・退院前訪問指導

１．スタッフ構成人数と業務内容

モットー

最高の一単位の提供



作業療法 言語聴覚療法

2．対象疾患割合

脳血管
31%

廃用
47%

呼吸器
21%

がん
1%運動器

26%

脳血管
23%

廃用
35%

呼吸器
11%

心大血管
3%

がん
2%



◆急性期からの幅広い疾患への対応
（整形外科、脳神経外科、消化器外科、外科、脳卒中内科、循環器内科、呼吸器内科、
消化器内科、糖尿病内分泌内科、腎臓内科、泌尿器科、小児科、新生児科）

◆周術期の介入
術前介入～主治医の指示により術翌日ICUからの介入

◆病棟配属制ではなくすべての疾患に対して幅広く対応できる体制

3．施設の特徴

作業療法

◆ 手の外科に特化した医師が2022年から在籍
物理療法やスプリントの作成も含めた作業療法を展開

◆ 急性期では珍しい認知症患者に対する
院内デイケアを作業療法士主体で実施

◆ 排尿ケア領域でも専門性を発揮！
泌尿器系の外科手術後の排尿管理に作業療法士が介入

◆ 小児や新生児領域でも介入



３．施設の特徴

言語聴覚療法

◆ 術翌日からの早期摂食訓練にも対応

◆ VF・VEを使用した評価も積極的に実施

◆ 成人領域では後天性言語障害に対する外来介入

◆ 小児領域でも吃音や発達障害、哺乳・摂食嚥下障害
の外来介入も実施

◆ 認知症患者に対してもの忘れ外来実施

学術面

◆院内研修会・勉強会 3回/月以上（理学・作業・言語共通）

◆作業療法・言語療法部門では朝の時間を使用した5分学習を定期的に実施

◆作業療法部門：作業療法士協会の生涯学習プログラムを計画的に行えるように支援

◆言語療法部門：文献閲覧し意見交換会を実施1回/月



尼崎だいもつ病院
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１．病床数：199床（回復期リハ病棟 120床、地域包括ｹｱ病棟 50床、障がい者病棟 29床）

２．平均在院日数

回復期リハ病棟68.5日、地域包括ｹｱ病棟36.2日、障がい者病棟56.8日

３．施設基準：脳血管Ⅰ 運動器Ⅰ 呼吸器Ⅰ 心大血管Ⅰ

４．その他

通所リハビリテーション施設

在宅サービスセンター（訪ﾘﾊ・訪看・ｹｱﾌﾟﾗﾝｾﾝﾀｰ・ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝ）

介護老人保健施設

サービス付高齢者向け住宅



（病院） 理学療法士：56名 作業療法士：38名 言語聴覚士：20名

（介護） 理学療法士：9名 作業療法士：7名 言語聴覚士：3名

25作業療法科

言語療法科

1．スタッフ構成人数

理学療法科

教育研修科



2．対象疾患割合

2021年度

脳血管
90.7%

運動器
0.9%

廃用
7.7%

呼吸器
0.2%

心大血管
0.5%

障がい者病棟

脳血管
67.3%

運動器
31.1%

廃用
1.5%

回復期病棟

脳血管
12.3%

運動器
39.6%廃用

41.6%

呼吸器
6.5%

心大血管
4.3%

地域包括ケア病棟



３．施設の特徴

❖配属病棟によって多種多様な疾患を学べる

・障がい者病棟：神経難病（パーキンソン病、脊髄小脳変性症、ALS等）

・地域包括ケア病棟：認知症、腱板断裂、心疾患、誤嚥性肺炎

・回復期リハ病棟：脳血管障害、大腿骨頸部骨折等、Covid-19後廃用患者

❖敷地内で回復期、生活期の経験ができる

・同建物内に通所リハ・訪問リハ、同敷地内に老健がある

❖地域活動に参画している

・ほんまる生き活きセミナー

・認知症サポーター養成講座開催

・尼崎市事業にも参画（尼崎PTOTST連絡会、阪神南圏域リハ）



３．施設の特徴（作業療法）

ADL練習、IADL練習（外出練習、買い物、調理、家事練習等）

入院時訪問、退院前訪問指導
係業務（医療安全、物品、木工、福利厚生・自助具、学術）

グループ活動（神経難病、認知症、高次脳、上肢）

もの忘れ外来検査、DST回診

作業療法士臨床実習指導施設 認可
作業療法士養成校臨床実習（現在7校受入れ）

作業療法科内勉強会、訪問勉強会（随時）

リハ技術部部内勉強会（不定期）

千船・だいもつエリア勉強会（合同・職種別）

Web研修会（養成校教員）

電気刺激療法（IVES,NESS,MURO）環境調整（ｺｰﾙ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ機器）

外出練習 調理練習

【配属病棟別でさらに学ぶこと】
障がい者病棟 ：環境調整
地域包括ケア病棟：集団リハ
回復期リハ病棟 ：電気刺激療法

集団リハ（院内デイケア）

作業療法科内勉強会 Web研修会



３．施設の特徴（言語聴覚療法）

【対象とする患者の障害】
摂食・嚥下障害
構音障害（器質性、運動障害性）
音声障害
聴覚障害
高次脳機能障害（注意、記憶、遂行機能、失語症）
認知機能障害

【勉強会・研修会】
言語療法科科内勉強会（月１回）
VE・VF読影会（月1回)
リハ技術部部内共通勉強会（不定期）
千船・だいもつエリア勉強会（年１～２回）
言語聴覚士 法人内症例検討会（月１回）

検査・訓練機器

レクリエーション
（障がい者病棟）

科内勉強会

嚥下内視鏡検査 直接的嚥下訓練

【その他】
摂食嚥下リハビリテーション学会認定士在籍
言語聴覚士養成校臨床実習（今年度４校受入）



30

Total Healthcare

千船病院

（急性期）

老健・通所リハ

在宅サービス

（生活期）

尼崎だいもつ病院

（回復期）

愛仁会グループ
千船だいもつエリア

 



高槻病院

1．病床数：477床

2．平均在院日数：10.0日（リハ処方あり：19.1日/自宅復帰率67.7％）

3．施設基準：
脳血管Ⅰ 運動器Ⅰ 呼吸器Ⅰ 心大血管Ⅰ がん患者リハビリテーション

・日本医療機能評価機構認定病院(ver.6.0）
・総合救急医療センター
（小児救命救急センター・急性期外科・救急総合診療科）
・総合周産期母子医療センター
・地域医療支援病院
・大阪府がん診療拠点病院（がん診療支援センター）
・卒後臨床研修評価機構認定病院
・イメージングリサーチセンター
・臨床研究センター



1．スタッフ構成人数

リハビリテーション医 1名
看護師1名
理学療法士 29名

作業療法士 11名
呼吸療法認定士1名

言語聴覚士 7名
日本摂食嚥下リハビリテーション
学会認定士 2名

高槻病院 リハビリテーションセンター モットー

「障害の多角的把握と早期社会復帰」



2．対象疾患割合（作業療法・言語療法）

• 脳血管
脳卒中、頭部外傷、脳腫瘍、小児/新生児

• 運動器
人工関節、外傷後、脊柱疾患

• 呼吸器
肺炎、COPD、肺がん、小児/新生児

• 心臓
心臓血管外科術後、心不全

• 廃用
腎疾患、泌尿器疾患、消化器疾患

• がん
消化器外科術後、産婦人科系

主な疾患名

脳血管
35%

運動器
18%

呼吸器
13%

心臓
10%

廃用
22%

がん
2%

作業療法部門

言語療法部門

脳血管
51%

呼吸器
23%

摂食嚥下

療法
4%

廃用
22%

がん
0%



3．施設の特徴（作業療法）

◆脳血管疾患や整形疾患だけでなく、呼吸器・循環器・悪性腫瘍などの疾患に対しても
作業療法で介入

◆認知症予防外来で神経心理検査を行い、生活指導を実施

◆低周波治療器などの最新機器を用いた治療の実施

◆シュミレーターで入浴動作の評価やADL指導を積極的に実施

◆学術面では、月1回のPT・OT・ST合同で勉強会を開催
また作業療法部門で月2回程度の文献抄読を実施



3．施設の特徴（言語療法）

■小児～成人まで幅広い病態・障害に対応
成人→ 摂食嚥下障害、高次脳機能障害、失語症、構音障害、音声障害

認知症予防・初期もの忘れ外来での診療支援 など
小児→ 哺乳・摂食嚥下障害、構音障害、高次脳機能障害、失語症、音声障害

神経発達症（発達外来における発達評価：WISC-Ⅳ、新K、K-ABC） など

■摂食嚥下リハビリテーションの豊富な実践経験
・日本摂食嚥下リハビリテーション学会認定士 2名所属
・超早期からの摂食嚥下リハビリテーション
・嚥下内視鏡検査・嚥下造影検査の実施
・摂食嚥下支援チームでのカンファレンス
・低周波治療器をもちいた嚥下機能訓練 など

■学術活動
・月2～3回の文献抄読 ・症例検討 ・学会発表支援 など



愛仁会リハビリテーション病院
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1．病床数：264床 回復期リハビリテーション病棟：210床

障がい者病棟：54床（成人：40床 小児：14床）

2．平均在院日数：63.4日（2021年度）

3．施設基準：脳血管Ⅰ 運動器Ⅰ 呼吸器Ⅰ 心大血管Ⅰ

日本医療機能評価機構 病院機能評価付加機能
「リハビリテーション機能」認定

三島圏域地域リハビリテーション地域支援センター
日本リハビリテーション医学会研修施設



1．スタッフ構成人数

37

理学療法科：86名

作業療法科：74名

言語療法科：26名

教育研修科：5名(PT：3名 OT：1名 ST：1名）

在宅支援科：12名(PT：12名 OT：4名 ST：2名）
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脳血管：脳梗塞、脳出血、クモ膜下出血、脳腫瘍術後、脊髄損傷、
神経疾患、脳性麻痺

運動器：大腿骨頚部骨折、人工関節置換術、圧迫骨折、四肢骨折

2．対象疾患割合



◆チームアプローチ

◆途切れのない365日リハビリ医療の提供

◆個々の患者の身体状況に適した車いすの選定と貸し出し

◆入院時訪問・退院前訪問・退院後訪問調査の積極的実施

◆重症心身障がい者（児）病棟 （14床）

◆教育体制

教育研修科（教育に特化した部門）による横断的研修・教育

◆高槻病院（急性期）、在宅支援科（外来部門、訪問リハ部門）との連携
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3．施設の特徴
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３．施設の特徴 作業療法

３Dプリンター

ADL室
ADLシュミレーター

認知症

キッチン

自助具 福祉用具

上肢機能

脊髄損傷



３．施設の特徴 言語聴覚療法

頸部電気刺激療法

VF
高次脳機能評価

タブレットでの訓練VE
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Total 
Healthcare

高槻病院

（急性期）

老健ケーアイ

老健しんあい

在宅ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

（生活期）

愛仁会

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院

（回復期）

愛仁会グループ
高槻エリア
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井上病院

１．病床数：127床（一般病床：94床、地域包括ケア病床：33床）
２．平均在院日数：16.6日（2021年度実績）
３．施設基準：運動器Ⅰ,呼吸器Ⅰ,脳血管Ⅰ
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理学療法士 17名 作業療法士 3名

言語聴覚士 2名 健康運動指導士 1名

患者本位の医療提供が私たちのモットーです

1．スタッフ構成人数と業務内容
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言語聴覚士

1．スタッフ構成人数と業務内容

作業療法士

◆カンファレンス・回診
・内科カンファレンス １回/週

・整形外科カンファレンス １回/週
・ＮＳＴ回診 １回/週
・せん妄回診 1回/週

◆勉強会

・科内勉強会 1回/月

・症例検討会 随時

・外部各種勉強会、伝達講習会

・義足勉強会（愛仁会リハ病院主催）

◆教室
・転倒予防教室
・健康教室
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運動器：人工関節置換術、脊椎疾患、下肢切断、骨接合術、アキレス腱断裂
四肢骨折、手根幹症候群術後、腱板断裂術後、閉塞性動脈硬化症術後

呼吸器：誤嚥性肺炎、肺炎、間質性肺炎
脳血管：脳梗塞、脳出血
廃用：内部障害（腎不全・心不全・糖尿病等）

2．対象疾患割合



3．施設の特徴（作業療法）

作業活動 透析シャント術後
の掌握運動

ADL訓練



3．施設の特徴（言語療法）

高次脳機能訓練摂食機能評価 NST回診



49

Total Healthcare

井上病院

（急性期・回復期）

愛和会

老健つくも

老健ひまわり

（生活期）

愛仁会グループ
吹田豊中エリア

 



多くの
先輩が活躍しています

目指しませんか
Generalist／Specialist

50


